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（１）現状の説明 

点検評価項目①：大学の理念・目的に照らして、学部・研究科、附属研究所、センターその他の

組織の設置状況は適切であるか。 

【評価の視点】 
１：大学の理念・目的と学部(学科又は課程)構成及び大学院研究科(研究科又は専攻)構成との

適合性 
２：大学の理念・目的と附置研究所・センター等の組織の適合性 
３：教職課程等を置く場合における全学的な実施組織の適切性 
４：教員研究組織と学問の動向、社会的要請、大学を取巻く国際的環境等への配慮 
５：教育研究組織の観点から、COVID-19への対応・対策として、どの様な措置を講じたか 
≪学部・研究科≫ 

1)本学は、「不断前進」の理念のもとに学是「仁」を大切にしながら、出身校、国籍、性によ

る差別なく優秀な人材を求め活躍の機会を与えるという「三無主義」を学風として掲げ、「健

康総合大学・大学院大学」として、「教育」「研究」「診療・実践」を柱に、グローバル社

会における医療やスポーツ、人々の健康を支える人材の育成・輩出と国際レベルでの社会貢

献に取り組んでいる。現在、6学部と3大学院研究科を設置している。学部として、医学部（入

学定員136名）、スポーツ健康科学部（同600名）、医療看護学部（同200名）、保健看護学部（同

120名）、国際教養学部（同240名）、保健医療学部（同240名）を置き、大学院研究科として、

医学研究科（同：修士課程60名、博士課程180名）、スポーツ健康科学研究科（同：博士前期

課程61名、博士後期課程10名）、医療看護学研究科（同：博士前期課程25名、博士後期課程10

名）を置いている。これらの教育研究組織は、大学の理念・目的を踏まえ、学問の動向、社

会的要請、国際的環境に配慮し、「健康総合大学・大学院大学」に必要な教育研究組織として

整備されている。 

（大大評３－１ 学校法人順天堂組織規則 別表第１ 学校法人順天堂 組織機構図） 

（大大評３－２ 令和 3年度 事業報告書 

「１.法人の設置する学校」、「２.医学部附属病院」、 

「３.大学院附属研究センター及び大学附属研究センター」、 

「４.法人の設置する大学院・大学の入学定員、学生数等」） 

（大学基礎データ 表 1） 

2)更に、2022(令和4)年度から、千葉県浦安市に新キャンパス(浦安・日の出キャンパス)を開校

する。教育研究組織の適切性の点検・評価を踏まえ、Ⅲ期に分けて新学部を開設していく計

画がある。質の高い医療が求められる中で必要となる医療人材（臨床検査技師、臨床工学士、

薬剤師）や現代社会で不足しているデータサイエンスに係る専門人材を養成する。第Ⅰ期

（2022(令和4)年度）には、第7番目の学部として、医療科学部（臨床検査学科・臨床工学科）

を開設する。第Ⅱ期（2023(令和5)年度）には、ITやAIを駆使した医療をはじめとする膨大な

データを扱う専門家を養成する健康データサイエンス学部（仮称）開設を予定している。本

学が得意とする医療、スポーツ、健康領域のビッグデータを利活用し、同領域の技術革新や

発展に貢献することも目指している。第Ⅲ期（2024(令和6)年度）には薬学部（仮称）開設を

計画している。 

3)大学院においては、2023(令和5)年度に、本郷・お茶の水キャンパスに、保健医療学部を基礎

として、大学院保健医療学研究科（修士課程）を開設する予定である。 

4)各学部では、教授会が教育研究に関する運営全般をマネジメントしており、下部組織として、

教務委員会、カリキュラム委員会、カリキュラム評価委員会、教員人事委員会等、各種委員
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会を置いている。 

(大医３－１ 令和 3年度 医学部委員会等委員一覧) 

(大ス３－１ 令和 3年度 スポーツ健康科学部(さくらキャンパス)委員会等委員一覧) 

(大医看３－１ 令和 3年度 医療看護学部(浦安キャンパス)委員会等委員一覧) 

(大保看３－１ 令和 3年度 保健看護学部(三島キャンパス)委員会組織) 

(大国教３－１ 令和 3年度 国際教養学部委員会一覧) 

(大保医３－１ 令和 3年度 保健医療学部委員会一覧) 

5)大学院各研究科では、研究科委員会が教育研究に関する運営全般をマネジメントしており、

医学研究科及びスポーツ健康科学研究科では、下部組織として、検討委員会、教員人事委員

会等の各種委員会を置いている。医療看護学研究科では、適宜ワーキンググループ等を編成

しながら、研究科委員会で教育研究に関する検討・審議を行っている。 

(大医３－１ 令和 3年度 医学部委員会等委員一覧) 

(大院ス３－１ 令和 3年度 スポーツ健康科学研究科委員会等委員一覧) 

(大院看３－１ 令和 3年度 医療看護学研究科(浦安キャンパス)委員会委員一覧) 

6)上記の他、学部・研究科の教育研究を支えるとともに、大学の理念・目的を実現するための

組織として、研究センター・研究所、医学部附属病院群を次のとおり設置している。 

≪研究センター・研究所≫ 

7)研究分野横断的な共同研究を推進し、その成果を学部・大学院教育及び社会に還元するため、

大学院研究科にアトピー疾患研究センター、疾患モデル研究センター、老人性疾患病態・治

療研究センター、環境医学研究所、研究基盤センター、スポーツ健康医科学研究所、スポー

トロジーセンター、先導的がん医療開発研究センター、ゲノム・再生医療センター、女性ス

ポーツ研究センター、静岡災害医学研究センター、難病の診断と治療研究センター、ジェロ

ントロジー研究センター、脳血管内治療学研究センター、AIインキュベーションファームを

設置している。これらの研究組織では、学問の動向、社会的要請、国際的環境に配慮し、特

色ある研究活動が展開されている。 

(大研戦３－１ 研究施設の概要 2021) 

≪医学部附属病院群≫ 

8)医学に関する教育・研究の臨床の場であるとともに、その成果に基づく社会貢献の実践の場

として、医学部に 6つの附属病院（合計病床数 3,533 床）を置いている。総病床数は、日本

最大規模を誇る。高度な最新医療を提供する都会型病院である本院機能を果たす順天堂医院

及び高度な最新医療とともに地域医療に関する教育・研究を担当する静岡病院、浦安病院、

順天堂越谷病院、順天堂東京江東高齢者医療センター、練馬病院で構成されている。卒前・

卒後の学生や研修医等に対して、高度な最新医療から地域医療まで、更に精神医療及び高齢

者医療を相互に連携・補完して学修することのできる教育研究病院として整備している。各

附属病院の特色は次のとおりである。 

(1)順天堂医院(東京都文京区、1,051床)は、特定機能病院として最新の高度な医療を患者さ

んへ提供するとともに、臨床研究中核病院の認証も取得し新薬や新たな医療技術の開発の

ために臨床研究や治験の実施、先進的医療の開発及び評価を実施している。それらの強み

を教育研修機関として活かしつつ、地域がん診療連携拠点病院、東京都周産期母子医療セ

ンター、東京都認知症医療疾患センター、東京都災害拠点病院、東京都小児がん診療病院、

エイズ診療拠点病院、がんゲノム医療連携病院として機能を整備し、それぞれに専門的領

域で臨床教育を実践している。 

(大大評３－３ 順天堂医院 パンフレット) 
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会を置いている。 

(大医３－１ 令和 3年度 医学部委員会等委員一覧) 

(大ス３－１ 令和 3年度 スポーツ健康科学部(さくらキャンパス)委員会等委員一覧) 

(大医看３－１ 令和 3年度 医療看護学部(浦安キャンパス)委員会等委員一覧) 

(大保看３－１ 令和 3年度 保健看護学部(三島キャンパス)委員会組織) 

(大国教３－１ 令和 3年度 国際教養学部委員会一覧) 

(大保医３－１ 令和 3年度 保健医療学部委員会一覧) 

5)大学院各研究科では、研究科委員会が教育研究に関する運営全般をマネジメントしており、

医学研究科及びスポーツ健康科学研究科では、下部組織として、検討委員会、教員人事委員

会等の各種委員会を置いている。医療看護学研究科では、適宜ワーキンググループ等を編成

しながら、研究科委員会で教育研究に関する検討・審議を行っている。 

(大医３－１ 令和 3年度 医学部委員会等委員一覧) 

(大院ス３－１ 令和 3年度 スポーツ健康科学研究科委員会等委員一覧) 

(大院看３－１ 令和 3年度 医療看護学研究科(浦安キャンパス)委員会委員一覧) 

6)上記の他、学部・研究科の教育研究を支えるとともに、大学の理念・目的を実現するための

組織として、研究センター・研究所、医学部附属病院群を次のとおり設置している。 

≪研究センター・研究所≫ 

7)研究分野横断的な共同研究を推進し、その成果を学部・大学院教育及び社会に還元するため、

大学院研究科にアトピー疾患研究センター、疾患モデル研究センター、老人性疾患病態・治

療研究センター、環境医学研究所、研究基盤センター、スポーツ健康医科学研究所、スポー

トロジーセンター、先導的がん医療開発研究センター、ゲノム・再生医療センター、女性ス

ポーツ研究センター、静岡災害医学研究センター、難病の診断と治療研究センター、ジェロ

ントロジー研究センター、脳血管内治療学研究センター、AIインキュベーションファームを

設置している。これらの研究組織では、学問の動向、社会的要請、国際的環境に配慮し、特

色ある研究活動が展開されている。 

(大研戦３－１ 研究施設の概要 2021) 

≪医学部附属病院群≫ 

8)医学に関する教育・研究の臨床の場であるとともに、その成果に基づく社会貢献の実践の場

として、医学部に 6つの附属病院（合計病床数 3,533 床）を置いている。総病床数は、日本

最大規模を誇る。高度な最新医療を提供する都会型病院である本院機能を果たす順天堂医院

及び高度な最新医療とともに地域医療に関する教育・研究を担当する静岡病院、浦安病院、

順天堂越谷病院、順天堂東京江東高齢者医療センター、練馬病院で構成されている。卒前・

卒後の学生や研修医等に対して、高度な最新医療から地域医療まで、更に精神医療及び高齢

者医療を相互に連携・補完して学修することのできる教育研究病院として整備している。各

附属病院の特色は次のとおりである。 

(1)順天堂医院(東京都文京区、1,051床)は、特定機能病院として最新の高度な医療を患者さ

んへ提供するとともに、臨床研究中核病院の認証も取得し新薬や新たな医療技術の開発の

ために臨床研究や治験の実施、先進的医療の開発及び評価を実施している。それらの強み

を教育研修機関として活かしつつ、地域がん診療連携拠点病院、東京都周産期母子医療セ

ンター、東京都認知症医療疾患センター、東京都災害拠点病院、東京都小児がん診療病院、

エイズ診療拠点病院、がんゲノム医療連携病院として機能を整備し、それぞれに専門的領

域で臨床教育を実践している。 

(大大評３－３ 順天堂医院 パンフレット) 
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(2)静岡病院（静岡県伊豆の国市、577 床）は、静岡県東部におけるドクターヘリ基地病院、

三次救命救急センター、新生児センター、総合周産期母子医療センター、地域がん診療連

携拠点病院、静岡県肝疾患診療連携拠点病院、静岡県アレルギー疾患医療拠点病院、災害

拠点病院（静岡 DMAT指定病院）、地域医療支援病院、臨床研修指定病院、特定行為研修指

定研修機関等の医療体制を整備している。これらの特色から救急医療・周産期医療・災害

医療・地域医療に関する臨床教育・研究を担当している。 
（大大評３－４ 静岡病院 パンフレット) 

(3)浦安病院(千葉県浦安市、785床)は、千葉県における三次救命救急センター、地域がん診

療連携拠点病院、がんゲノム医療連携病院、地域災害拠点病院(DMAT指定医療機関)、エイ

ズ治療拠点病院、全県(複数圏域)対応型脳卒中・急性心筋梗塞連携拠点病院、アレルギー

疾患地域基幹病院、地域周産期母子医療センター、臨床研修指定病院、難病医療協力病院、

東葛南部地域難病相談・支援センター、特定不妊治療実施医療機関、地域医療支援病院な

どの診療体制の特色から、高度な医療を提供するとともに地域医療に関する臨床教育・研

究を担当している。 
（大大評３－５ 浦安病院 パンフレット) 

(4)順天堂越谷病院（埼玉県越谷市、226 床）は、埼玉県精神科救急医療事業へ参加し、メン

タルクリニック（精神科）を中心に、精神疾患を有する患者の身体合併症の対応及び難病

医療のため内科・脳神経内科・皮膚科・整形外科の診療体制を整備している。これらの特

色を生かし、精神科領域に関する臨床教育・研修を行っている。 

（大大評３－６ 順天堂越谷病院 パンフレット) 

(5)順天堂東京江東高齢者医療センター(東京都江東区、404 床[一般 275 床、精神（認知症）

129 床])は、小児科及び産科を除いた診療科において、救急医療を含めた急性期医療を実

践している。高齢者に多い疾患の診断と治療を研究・実践し、高齢者の健康増進・生活の

質の向上を図ることを目的としている。一番の特色として、3つの精神病棟を設置し、地

域機関での対応が困難な認知症高齢者への専門的医療を提供するとともに、「リハビリテ

ーション医療」に力を入れている。これらの特色を生かし、内科系及び精神病棟の医療を

中心に、高齢者医療に関する臨床教育・研修を行っている。 

（大大評３－７ 順天堂東京江東高齢者医療センター パンフレット) 

(6)練馬病院(東京都練馬区、490床)は、練馬区の重点施策である救急、小児・周産期、がん

医療を中心とした最先端医療を担う地域医療支援病院である。卒前・卒後教育においては、

学生実習と臨床研修を積極的に実施し、教育機会を提供している。従来の災害拠点病院、

東京都がん診療連携拠点病院、周産期連携病院、エイズ治療拠点病院としての役割に加え、

2021(令和 3)年度においては、90床の増床に伴う ICU の拡張と無菌病室の新設、ハイブリ

ット手術室の新設、NICU/GCU の新設による地域周産期医療センターの承認を目指し、大

学病院としての診療機能の向上と、高度な専門領域の臨床教育を進めている。 

(大大評３－８ 練馬病院 パンフレット) 

9)医学部附属病院群は、医学部以外の学部・研究科においても主たる実習施設としての機能も

果たしている。医療看護学部及び保健看護学部では、各種実習が円滑に行われるよう、各附

属病院の看護部長をはじめ看護スタッフが教員として参画する実習説明会及び実習指導者

研修会を毎年開催し、学部と一体となった指導が行われている。実習委員長が、附属 6病院

看護部門責任者会に出席し、実習施設と学部との連携を図っている。 

10)保健医療学部では、高い資質を持つ理学療法士・診療放射線技師を養成するため、医学部附

属病院と連携し 1年次より臨床実習科目の設定や病院見学を実施している。各種実習が円滑
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に進行するよう各附属病院の実習担当者と実習説明会を開催する等、学部・病院が一体とな

った指導環境を整えている。 

11)大学院医学研究科では、医学部附属病院群において、学生の研究目的に沿った臨床研究や、

専門医等申請資格要件を満たすための臨床的な指導等が実施されている。 

12)本学の臨床実習は、医療機関として相応しい外部評価を受けた医学部附属病院を中心に行

っている。医学部附属病院が受審している外部評価は、(公財)日本医療機能評価機構の病院

機能評価であり、この認定に加え、特に本院の順天堂医院では JCI（Joint Commission 

International）による審査を受け、次のとおり国際認証を取得している。 
 

認定期間 評価項目 

2022 年 2月 5日～ 

2025 年 2月 4日 
国際病院認証(JCI) 大学医療センター 認定基準 第 7版 

2018 年 12月 22日～ 

2021 年 12月 21日 
国際病院認証(JCI) 大学医療センター 認定基準 第 6版 

2015 年 12月 12日～ 

2018 年 12月 11日 
国際病院認証(JCI) 大学医療センター 認定基準 第 5版 

 
（大大評３－９ 病院機能評価認定状況一覧） 

≪教職課程等を置く場合における全学的な実施組織の適切性≫ 

13)教職課程は、スポーツ健康科学部及び国際教養学部に設置されており、全学的な教職課程運

営組織として、「教職課程センター」を設け、教員養成を推進している。 

(大大評３―10 順天堂大学教職課程センター管理運営規程） 

≪教育研究組織の観点から講じた COVID-19への対応・対策≫ 

14)教育研究活動の質を維持し、円滑に行うための観点から、新型コロナウイルス感染症への対

応として、授業については、2021(令和 3)年度はオンライン授業と対面授業を併用して実施

した。実習についても十分な感染対策のもと行った。「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）

への対応方針」を策定し、その都度内容の改訂を行い、全学生・教職員に周知徹底し、学生・

教職員の安全・健康確保と感染拡大防止に努めた。 

15)新型コロナウイルス感染症拡大に伴う支援措置は、次のとおり実施した。 

(1)学費延納措置 

新型コロナウイルス感染症の影響により家計が急変し、今後の修学が経済的理由により困

難になった方に対する学費延納・分納措置を講じた。 

(2)各種修学支援制度や奨学金の申請手続きの支援 

2020(令和 2)年 4 月に新設された文部科学省「高等教育の修学支援新制度」をはじめとす

る、各種修学支援制度や奨学金の申請手続きを支援した。 

(3)オンライン授業受講のための通信環境のサポート（2022(令和 4)年 3月末まで）や通信機

器の貸与等の必要な措置を講じた。 

 

以上のことから、本学は、理念・目的に則し、学問の動向、社会的要請、国際的環境に配

慮して、「健康総合大学・大学院大学」として必要な教育研究組織を整備している。学部・研

究科に加えて、研究分野横断的な共同研究を推進する各種研究センター・研究所等を設置し

ている。また、教育・研究の臨床の場として 6つの医学部附属病院を設置し、学部・研究科

と連携した教育研究組織を構築できている。本学は、社会のニーズに応じ、新学部設置、入

学定員増等により、組織を拡充しており、教育研究組織は適切に設置できていると評価する。 
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に進行するよう各附属病院の実習担当者と実習説明会を開催する等、学部・病院が一体とな

った指導環境を整えている。 

11)大学院医学研究科では、医学部附属病院群において、学生の研究目的に沿った臨床研究や、

専門医等申請資格要件を満たすための臨床的な指導等が実施されている。 

12)本学の臨床実習は、医療機関として相応しい外部評価を受けた医学部附属病院を中心に行

っている。医学部附属病院が受審している外部評価は、(公財)日本医療機能評価機構の病院

機能評価であり、この認定に加え、特に本院の順天堂医院では JCI（Joint Commission 

International）による審査を受け、次のとおり国際認証を取得している。 
 

認定期間 評価項目 

2022 年 2月 5日～ 

2025 年 2月 4日 
国際病院認証(JCI) 大学医療センター 認定基準 第 7版 

2018 年 12月 22日～ 

2021 年 12月 21日 
国際病院認証(JCI) 大学医療センター 認定基準 第 6版 

2015 年 12月 12日～ 

2018 年 12月 11日 
国際病院認証(JCI) 大学医療センター 認定基準 第 5版 

 
（大大評３－９ 病院機能評価認定状況一覧） 

≪教職課程等を置く場合における全学的な実施組織の適切性≫ 

13)教職課程は、スポーツ健康科学部及び国際教養学部に設置されており、全学的な教職課程運

営組織として、「教職課程センター」を設け、教員養成を推進している。 

(大大評３―10 順天堂大学教職課程センター管理運営規程） 

≪教育研究組織の観点から講じた COVID-19への対応・対策≫ 

14)教育研究活動の質を維持し、円滑に行うための観点から、新型コロナウイルス感染症への対

応として、授業については、2021(令和 3)年度はオンライン授業と対面授業を併用して実施

した。実習についても十分な感染対策のもと行った。「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）

への対応方針」を策定し、その都度内容の改訂を行い、全学生・教職員に周知徹底し、学生・

教職員の安全・健康確保と感染拡大防止に努めた。 

15)新型コロナウイルス感染症拡大に伴う支援措置は、次のとおり実施した。 

(1)学費延納措置 

新型コロナウイルス感染症の影響により家計が急変し、今後の修学が経済的理由により困

難になった方に対する学費延納・分納措置を講じた。 

(2)各種修学支援制度や奨学金の申請手続きの支援 

2020(令和 2)年 4 月に新設された文部科学省「高等教育の修学支援新制度」をはじめとす

る、各種修学支援制度や奨学金の申請手続きを支援した。 

(3)オンライン授業受講のための通信環境のサポート（2022(令和 4)年 3月末まで）や通信機

器の貸与等の必要な措置を講じた。 

 

以上のことから、本学は、理念・目的に則し、学問の動向、社会的要請、国際的環境に配

慮して、「健康総合大学・大学院大学」として必要な教育研究組織を整備している。学部・研

究科に加えて、研究分野横断的な共同研究を推進する各種研究センター・研究所等を設置し

ている。また、教育・研究の臨床の場として 6つの医学部附属病院を設置し、学部・研究科

と連携した教育研究組織を構築できている。本学は、社会のニーズに応じ、新学部設置、入

学定員増等により、組織を拡充しており、教育研究組織は適切に設置できていると評価する。 
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点検評価項目②：教育研究組織の適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、そ

の結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

【評価の視点】 
１：適切な根拠（資料、情報）に基づく教育研究組織の構成の定期的な点検・評価 

２：点検・評価結果に基づく改善・向上 
1)本学では、内部質保証の推進に必要な全学的な自己点検・評価を毎年度実施している。教育

研究組織が理念・目的を実現するために適切に整備されているか、定期的に点検・評価を行

い、その結果を基に改善・向上に向けて取り組んでいる。自己点検・評価運営委員会では、

各部門で行った自己点検・評価を踏まえ、全学的な自己点検・評価を行っている。内部質保

証推進委員会は、自己点検・評価を通して教育研究組織の適切性を把握し、その結果を学長

に報告している。学長は、その報告を受け、改善を要する事項について指示を行うという仕

組みが整備されている。 

(大大評２－３ 順天堂大学自己点検・評価に関する規程) 

（大大評２－36 自己点検・評価運営委員会(R3-1)議事録_令和 3年 5月） 

（大大評２－19 内部質保証推進委員会(R3-2)議事録_令和 3年 5月） 

2)教育研究組織の適切性は、各学部・研究科における教授会・研究科委員会とその下部組織で

ある各種委員会でも、定期的な検証を行い、その結果を基にそれぞれ改善・向上に向けた取

り組みが行われている。 

(大大評３－11 各学部・研究科における教育研究組織の適切性の検証及び改善・向上に向

けた取り組み) 

3)教育研究組織の新設・改編の手続きとして、教授会・研究科委員会で審議した結果を受け、

大学協議会・大学院委員会にて、全学的な観点からその適切性・必要性について審議してい

る。教育研究組織の適切性・必要性の最終的な判断は、理事会にて行っている。 

4)前回の(公財)大学基準協会の大学評価（2016(平成 28)年度）以降、本学では、教育研究組織

の適切性の点検・評価を踏まえて、次のとおり、入学定員増や学部・研究科の新設により、

「健康総合大学・大学院大学」として組織の拡充を図っている（進行中の計画も含む）。 

≪入学定員増≫ 

医学部では、政府の「新成長戦略(平成 22年 6月 18日閣議決定）」等を踏まえた増員計画

を文部科学省に申請のうえ認可され、これまで段階的に入学定員の増員を行ったが、2019(令

和元)年度に認可された臨時定員による増員（31名分）は 2021(令和 3)年度で終了となった。

政府の「経済財政運営と改革の基本方針 2018（平成 30 年 6 月 15 日閣議決定）」を踏まえた

地域の医師確保等の観点からの医学部入学定員の増加について、2021(令和 3)年度に文部科

学省へ 33 名の増員申請を行い認可されたことから、2022(令和 4)年度の医学部入学定員は

138 名となった。入学定員増に伴う医学部の入学定員数の推移は次のとおりである。 
 

平成 21 年度定員 105名→110名 平成 28年度定員 127名→130 名 
平成 22 年度定員 110名→119名 平成 29年度定員 130名→137 名 
平成 23 年度定員 119名→120名 平成 30年度定員 137名→140 名 

平成 24 年度定員 120名→121名 平成 31／令和元年度定員 140名 
平成 25 年度定員 121名→124名 令和 2年度定員 140 名→ 135 名 
平成 26 年度定員 124名 令和 3年度定員 135 名→ 136 名 
平成 27 年度定員 124名→127名 令和 4年度定員 136 名→ 138 名 
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医学部以外の教育研究組織の入学定員増は以下のとおりである。社会的要請や国際的環境

に配慮し、入学定員を大きく上回る志願者を集められている学部・研究科では、段階的に定

員増を行っている。スポーツ健康科学部では、スポーツや健康・体力づくりへの関心が高ま

り、入学定員を大きく上回る受験生を集めていたことから、本学での学修を生かし、社会貢

献を目指す志願者の思いに応えるため、2 度の定員増を経て、約 2 倍の定員規模への拡充を

図った。同学部の 2021(令和 3)年度の定員増では、学科を再編（3 学科から 1 学科 6 コース

制）し、スポーツへの科学的視覚を一つの教育課程にまとめ、スポーツの可能性を多角的に

学ぶことができるように整備した。国際教養学部でも、入学定員を大きく上回る志願者を確

保していたことから、同様に、志願者の思いに応えるため、定員を倍増している。 
 

年度 学部・研究科 入学定員 

2017(平成 29) スポーツ健康科学部 330 名→410名 

2019(平成 31) 国際教養学部 120 名→240名 

医学研究科修士課程  20 名→ 30名 

医学研究科博士課程 140 名→160名 

医療看護学研究科博士前期課程  15 名→ 20名 

医療看護学研究科博士後期課程 7名→ 10名 

2020(令和 2) 医学研究科修士課程  30 名→ 40名 

医学研究科博士課程 160 名→180名 

医療看護学研究科博士前期課程  20 名→ 25名 

2021(令和 3) スポーツ健康科学部 410 名→600名 

医学研究科修士課程  40 名→ 60名 

2022(令和 4) 医療看護学部 200 名→220名 

保健看護学部 120 名→130名 

医療看護学研究科博士前期課程  25 名→ 29名 

医療看護学研究科博士後期課程  10 名→ 12名 
 
≪学部・研究科の新設≫ 

2019(令和 31)年度には、第 6番目の学部「保健医療学部（理学療法学科（80名）、診療放

射線学科（80 名））」を本郷・お茶の水キャンパスに開設した。更に、進行中の計画として、

2022(令和 4)年度より、浦安市日の出地区（約 40,000㎡）に保有する校地に 5つ目のキャン

パス「浦安・日の出キャンパス」を開校するとともに、Ⅲ期に分けて新学部を順次開設して

いくというものである。2022(令和 4)年度には、第 7 番目の学部「医療科学部（臨床検査学

科（110名）、臨床工学科（70 名））」を開設する。2023(令和 5)年度には、健康データサイエ

ンス学部（仮称）、2024(令和 6)年度には、薬学部（仮称）を続けて開設する予定である。 
 

年度 学部・研究科 学科・専攻 入学定員 

2019(平成 31) 保健医療学部 理学療法学科 

診療放射線学科 

 80 名 

 80 名 

2022(令和 4) 医療科学部 臨床検査学科 

臨床工学科 

110 名 

 70 名 

2023(令和 5) 健康データサイエンス学部 

(仮称) 

健康データサイエンス学科

(仮称) 

100 名 

 保健医療学研究科 理学療法学専攻(仮称) 5名 
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医学部以外の教育研究組織の入学定員増は以下のとおりである。社会的要請や国際的環境

に配慮し、入学定員を大きく上回る志願者を集められている学部・研究科では、段階的に定

員増を行っている。スポーツ健康科学部では、スポーツや健康・体力づくりへの関心が高ま

り、入学定員を大きく上回る受験生を集めていたことから、本学での学修を生かし、社会貢

献を目指す志願者の思いに応えるため、2 度の定員増を経て、約 2 倍の定員規模への拡充を

図った。同学部の 2021(令和 3)年度の定員増では、学科を再編（3 学科から 1 学科 6 コース

制）し、スポーツへの科学的視覚を一つの教育課程にまとめ、スポーツの可能性を多角的に

学ぶことができるように整備した。国際教養学部でも、入学定員を大きく上回る志願者を確

保していたことから、同様に、志願者の思いに応えるため、定員を倍増している。 
 

年度 学部・研究科 入学定員 

2017(平成 29) スポーツ健康科学部 330名→410 名 

2019(平成 31) 国際教養学部 120名→240 名 

医学研究科修士課程  20名→ 30 名 

医学研究科博士課程 140名→160 名 

医療看護学研究科博士前期課程  15名→ 20 名 

医療看護学研究科博士後期課程 7名→ 10名 

2020(令和 2) 医学研究科修士課程  30名→ 40 名 

医学研究科博士課程 160名→180 名 

医療看護学研究科博士前期課程  20名→ 25 名 

2021(令和 3) スポーツ健康科学部 410名→600 名 

医学研究科修士課程  40名→ 60 名 

2022(令和 4) 医療看護学部 200名→220 名 

保健看護学部 120名→130 名 

医療看護学研究科博士前期課程  25名→ 29 名 

医療看護学研究科博士後期課程  10名→ 12 名 
 
≪学部・研究科の新設≫ 

2019(令和 31)年度には、第 6番目の学部「保健医療学部（理学療法学科（80 名）、診療放

射線学科（80 名））」を本郷・お茶の水キャンパスに開設した。更に、進行中の計画として、

2022(令和 4)年度より、浦安市日の出地区（約 40,000㎡）に保有する校地に 5つ目のキャン

パス「浦安・日の出キャンパス」を開校するとともに、Ⅲ期に分けて新学部を順次開設して

いくというものである。2022(令和 4)年度には、第 7 番目の学部「医療科学部（臨床検査学

科（110 名）、臨床工学科（70 名））」を開設する。2023(令和 5)年度には、健康データサイエ

ンス学部（仮称）、2024(令和 6)年度には、薬学部（仮称）を続けて開設する予定である。 
 

年度 学部・研究科 学科・専攻 入学定員 

2019(平成 31) 保健医療学部 理学療法学科 

診療放射線学科 

 80 名 

 80 名 

2022(令和 4) 医療科学部 臨床検査学科 

臨床工学科 

110 名 

 70 名 

2023(令和 5) 健康データサイエンス学部 

(仮称) 

健康データサイエンス学科

(仮称) 

100 名 

 保健医療学研究科 理学療法学専攻(仮称) 5名 
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修士課程(仮称) 診療放射線学専攻(仮称) 5名 

2024(令和 6) 薬学部(仮称) 薬学科(仮称) 180 名 

 

（２）長所・特色 

≪教育・研究組織の規模拡大≫ 

1)本学は「健康総合大学・大学院大学」として、「教育」「研究」「診療・実践」を柱に、グロー

バル社会における医療やスポーツ、人々の健康を支える人材の育成・輩出と国際レベルでの

社会貢献に取り組み、6学部 3研究科 6附属病院を運営するまでに発展してきた。現在、「健

康総合大学・大学院大学」として、更なる規模の拡充を図る計画が進行している。2022(令和

4)年度から、第 7番目の学部として、医療科学部（臨床検査学科・臨床工学科）を浦安・日

の出キャンパスに開設する。同キャンパスには、2023(令和 5)年度に、第 8 番目として健康

データサイエンス学部（仮称）を予定しており、更に 2024(令和 6)年度に 9番目となる薬学

部（仮称）も計画している。大学院においては、2023(令和 5)年度に、保健医療学部を基礎

として、本郷・お茶の水キャンパスに大学院保健医療学研究科（修士課程）を開設する予定

である。 

今後も、学問の動向、社会的要請、大学を取巻く国際的環境等へ配慮しながら、新たな学部・

研究科設置や入学定員増の検討を進め、学部・大学院合わせて在学生 1万人規模の「健康総

合大学・大学院大学」に発展させることを目標とし、更なる充実を図る。2029(令和 11)年に

は、9 学部の学生が全学年揃い約 8,700 名、大学院生が約 1,400 名となり、在学生数 1 万人

を超える「健康総合大学・大学院大学」となる計画である。 

≪大学院医療看護学研究科における入学定員増及び英語コース整備≫ 

2)大学院医療看護学研究科では、段階的に定員増を図っており、2022(令和 4)年度の博士前期

過程の入学定員は 29 名(+4 名)となる。博士後期課程(博士)も同様に 12 名(+2 名)となる。

今回の定員増は、看護界でグローバルに活躍できるリーダーを育成するためのものであり、

博士前期過程に「グローバルナーシングコース」、博士後期課程に「グローバルナーシングリ

ーダーシップコース」を JICA(独立行政法人国際協力機構)と連携して開設する。秋入学制度

を活用する留学生対象のコースであり、本学の講師陣に加え、海外からも著名な講師を招聘

し、講義は英語のみで行う予定である。このことは、国内看護系大学では初の試みとなる。

今後も、留学生の獲得に注力するとともにコース内容の充実を図っていく。 

≪大学院医学研究科修士課程におけるコース充実≫ 

3)大学院医学研究科医科学専攻(修士課程)では、既存の 3コース（医科学、公衆衛生学、遺伝

カウンセリング）に加え、新たに 2コース（データサイエンス、ヘルスコミュニケーション）

を開講し、2021(令和 3)年度から 5 コース体制とした。また、大学院学則を改正して文部科

学省に届出を行い、2022(令和 4)年度から修士課程で授与する学位に修士（公衆衛生学）を

追加した。また、この大学院学則の変更に併せて、修士課程のカリキュラムを学位プログラ

ム化し、公衆衛生学コースの学位プログラム修了者に対して修士（公衆衛生学）の学位を授

与することとした。 

今後も、新設コースを含めた全てのコースで教育・研究活動が適切に行われるよう安定運用

を図る。 

 

（３）問題点 

なし 
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（４）全体まとめ 

本学は、大学をとりまく環境変化や社会的要請に応じ、理念・人材養成目的を踏まえ、現在

6学部・3研究科を設置している。学部・大学院合わせて在学生 1万人規模の「健康総合大学・

大学院大学」に発展させることを目標とし、規模の拡充を図っている。2022(令和 4)年 4 月に

は、5 つ目のキャンパスとして、千葉県浦安市に「浦安・日の出キャンパス」を開校する。同

キャンパスには、Ⅲ期に分けて学部を開設していく計画がある。第Ⅰ期として、2022(令和 4)

年度に医療科学部（臨床検査学科、臨床工学科）、第Ⅱ期として、2023(令和 5)年度に健康デー

タサイエンス学部（仮称）、第Ⅲ期として、2024(令和 6)年度に薬学部（仮称）の開設を予定し

ている。大学院では、2023(令和 5)年度に保健医療学研究科（修士課程）を開設する予定であ

る。既存の組織についても、自己点検・評価、大学協議会、大学院委員会、教授会、研究科委

員会等により定期的に検証を行い、入学定員増やコース増設等により組織の充実を図っており、

本学の理念・目的を実現するための教育研究組織は整備されている。 
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（４）全体まとめ 

本学は、大学をとりまく環境変化や社会的要請に応じ、理念・人材養成目的を踏まえ、現在

6学部・3研究科を設置している。学部・大学院合わせて在学生 1万人規模の「健康総合大学・

大学院大学」に発展させることを目標とし、規模の拡充を図っている。2022(令和 4)年 4 月に

は、5 つ目のキャンパスとして、千葉県浦安市に「浦安・日の出キャンパス」を開校する。同

キャンパスには、Ⅲ期に分けて学部を開設していく計画がある。第Ⅰ期として、2022(令和 4)

年度に医療科学部（臨床検査学科、臨床工学科）、第Ⅱ期として、2023(令和 5)年度に健康デー

タサイエンス学部（仮称）、第Ⅲ期として、2024(令和 6)年度に薬学部（仮称）の開設を予定し

ている。大学院では、2023(令和 5)年度に保健医療学研究科（修士課程）を開設する予定であ

る。既存の組織についても、自己点検・評価、大学協議会、大学院委員会、教授会、研究科委

員会等により定期的に検証を行い、入学定員増やコース増設等により組織の充実を図っており、

本学の理念・目的を実現するための教育研究組織は整備されている。 
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（５）根拠資料 

資料 
№ 

各部署の 
資料整理№ 

資料名称 

１ 大大評３－１ 学校法人順天堂組織規則 

２ 大大評３－２ 令和 3年度 事業報告書 

https://www.juntendo.ac.jp/corp/about/information.html 

３ 大医３－１ 令和 3年度 医学部委員会等委員一覧 

４ 大ス３－１ 令和 3年度 スポーツ健康科学部(さくらキャンパス)委員会等委員一覧 
５ 大医看３－１ 令和 3年度 医療看護学部(浦安キャンパス)委員会等委員一覧 
６ 大保看３－１ 令和 3年度 保健看護学部(三島キャンパス)委員会組織 

７ 大国教３－１ 令和 3年度 国際教養学部委員会一覧 

８ 大保医３－１ 令和 3年度 保健医療学部委員会一覧 

９ 大院ス３－１ 令和 3年度 スポーツ健康科学研究科委員会等委員一覧 

10 大院看３－１ 令和 3年度 医療看護学研究科(浦安キャンパス)委員会委員一覧 

11 大研戦３－１ 研究施設の概要 2021 

12 大大評３－３ 順天堂医院 パンフレット 

13 大大評３－４ 静岡病院 パンフレット 

14 大大評３－５ 浦安病院 パンフレット 

15 大大評３－６ 順天堂越谷病院 パンフレット 

16 大大評３－７ 順天堂東京江東高齢者医療センター パンフレット 

17 大大評３－８ 練馬病院 パンフレット 

18 大大評３－９ 病院機能評価認定状況一覧 

19 大大評３－10 順天堂大学教職課程センター管理運営規程 

20 大大評２－３ 順天堂大学自己点検・評価に関する規程 

21 大大評２－36 自己点検・評価運営委員会(R3-1)議事録_令和 3年 5月 

22 大大評２－19 内部質保証推進委員会(R3-2)議事録_令和 3年 5月 

23 大大評３－11 各学部・研究科における教育研究組織の適切性の検証及び改善・向上に向け

た取り組み 
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